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外傷初期診療と看護

臨 床 研 究

外傷初期診療 と看護 ～教育効果と今後の課題～

増山 純二 山口 真美 廣島 陽子 矢野 久美 石橋由紀子 長谷 敦子

要 旨

外 傷看護 に は、標準化 されたガ イ ドライ ンが な いため、施 設 こ との教 育が重 要 となって くる。

そ こで、我 々は 当院の看護 師 を対象 に外傷初 期診療 をテーマ に7回 の講義 と院外研修 の推進、初

療室 内のポ スター掲 示に よるOJT(On　 the-job-training)の 充実 を図った。更 に、外傷初期診療 に

お けるPrimary　 Survey(53項 目)とSecondary　 Survey(25項 目)の 実践評価 シー トによるフィ

ー ドバ ックの 機会 を与 え
,自 己学 習 を強化 した。実践 評価 シー トを用 い た 自己評 価の 結果 は 、

Primary　 surveyで は講 義の未受 講者 の平均 が41.1項 目であ ったのに対 して、受 講者で は46項

目、Secondary　 surveyで は同様 に、未受講者が平均15.9項 目に対 して、受 講者が2L9項 目と両

surveyと もに受講者 にお いて 自己評 価項 目が有意 に多 く認め られた。今回、講義 中心の教育で あ

ったが、OJTの 充実 によ り、知 識だ けで はな く、スキル の向上 につ なが り、充分 な教育 効果が得 ら

れた。

索 引用語:外 傷看護 ・救急看護 ・院内教育

はじめに

外傷診療の質の維持 ・向上 プログラムの策定 ・実行

上 に"防 ぎえた外傷死(PTD;preventable　 trauma

death)"の 回避は、欠 くことので きない概念で ある。現

在 、医師 を対 象 とす る コー スで あ るJATEC(Japan

Advanced　 Trauma　 Evaluation　 and　 Care)が 全国的

に浸透 してお り、また、外傷病院前救護 の向上 を目指

して、JPTEC(Japan Prehospital Trauma Evaluation

and Care)の コース も開催 されてい る。しか し、看護師

を対象 とした、外傷看護の標準化 されたガイ ドライン

や コー スがな く、チーム 医療 を行 う上 で、障壁 となっ

ている可能性 は否定 で きない。そのため、施 設 ことの

外傷看護の教育が重要 となって くる。

当院は、救急部専従医師が3名 と各診療科か らの診

療応援で24時 間の3次 救急体制をとってい る。"PTD"

の撲滅 を図るなかで、初療看護師の役割は非 常に重要

であ り、看護の質が問わ れる ことが多々見 られた。そ

こで今 回、外傷看護 の質 の向上 を 目的に、外傷 初期 診

療 をテーマに講義 と院外研修、そ してOJTの 充実 を図

り、その教育効果 と今後の課題を検討 したので報告す

る。
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研究目的

外傷初期診療 をテーマ に講義 と院外研修、OJTの 充

実を図 り、自己評価をもとに教育効果を探る。

研究方法

講義の受講者にアンケー ト調査 を行 った。講義内容

と受講者数は表1に 示す。 また、救急部看護師の講義

の未受講者12名 、受講者13名 で外傷初期診療ガイ ド

ライン をもとに作 成 した実践評 価 シー トPrimary

Survey(53項 目)、Secondary　 Survey(25項 目)に

おいて自己評価 し、各項 目の比較検討 と統計学的検

討 を行 った。統計学的検討 には、対応のないt検定 を

用 い、p〈0.05を 統計学的有意差有 りとした。本文

は平均値 ±標準偏差 と呈示する。

教育方法と教育目的

1.外 傷初期診療の講義(表1)

● 目的:専 門的知識が理解で き、臨床 に活かす こと

ができる

2、院外研修の参加:JPTECコ ースの日程の提示

●目的:PTDの 概念の理解と外傷看護のスキルの向

上を図る

3.外 傷 初 期 診 療 に お け るPrimary Survey、

Secondary Surveyの ポスターを作成(図1)し 、救

急室内への掲示

● 目的:OJTの 充実を図る

4.実 践評価シー トの使用にともなう、自己学習の強化

● 目的:自 己の課題 を明確 に し、スキル、知識の修正 ・

確認がで きる

外傷初期診療ポスター掲示(図1)

結 果

1.講 義におけるアンケー ト調査

「研修 は満足 しましたか?」の問いに対 し、「胸部外傷」「

画像診断 と血管塞栓術」にお いて、2名(6%)が 「あ ま

り満足 しなかった」と答 えたが、31名(94%)が 「満足

した」「大体満足 した」と答 えた。また、「外傷初期診療」

「腹部外傷」「頭部外傷 と意識障害」「外傷初期診療と看

護」においては、100%が 「満足 した」「大体満足 した」

と答えた(図2)。

「研修内容は理解で きましたか?」 の問いに対 して

は、「胸部外傷」において、4名(12%)が 、「あ まり理解

で きなか った」「理解で きなかった」と答 えてお り「腹

部外傷」では、1名(3.5%)「 画像診断と血管塞栓術」で

は、2名(6%)が 「あま り理解で きなかった」と若干の

理解力の困難 さを示 していた。その他の 「外傷初期診

療」「頭部外傷 と意識障害」「外傷初期診療 と看護」にお

いては、100%が 「理解で きた」「大体理解で きた」と答

えた(図3)。

講義プログラム(表1)

講義におけるアンケー ト調査(図2)
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講義におけるアンケ一ト訓査(図2)

2.実 践評価シー トにおける自己評価

1)実 践評価シー トの各項目の比較

講 義 受講 者 にお いて 教 育 効果 が 得 られ た項 目は 、

Primaly　 Surveyに おいて、「気道 の評価がで きる」「頸

椎保護がで きる∫シ ョック症状 の観察 がで きる」「外傷

に伴 う輸液 の選択」「ク ッシング徴候 の観 察がで きる」

「致 死的胸 部 外傷へ の理 解∫初 期輸液 療 法へ の理解 」

で あった。 また、伸び悩んだ項 目は、「輪状甲状靭帯穿

刺 ・切 開 の準 備 ・介 助」「意識 レベ ル(GCS)の 観 察」

rJATECの 手順 どお りにで き る」で あ った。(表2)。

Secondaly　 Surveyに お いて、教育効果があった項 目

は｢Secondary　 Surveyで の中枢神経障害の診 療 に

対す る優先順位 の理解」「胸部 外傷 にお ける潜在 的致

死損傷への理解」｢AMPLE聴 取」「頭部 か ら四肢・背面観

察 」の全身 観察 と「ログ ロール ・ログ リフ トがで きる」

であった(表3)。

2)講 義未受講者 と受講者 との比較

実践 評価 シー トを用 いて 自己評価項 目数を未受講

者 と受講者で比較 した。Primary　 surveyに おいて、講

義未受講者で は平均41.1±6.7項 目であ ったの に対

して 、受 講 者 で は46±4.6項 目 で あ り(図4)、

Secondary　 surveyに おいて も同様 に、講義未受講者

では平均15.9±5.8項 目に対 して、受講者 が21.9±

3.3項 目で あ り(図5)、 両surveyの 自己評価で はと も

に受講者 において 自己評価項 目が有 意 に多 くなって

いた。

外傷初期診療と看護

Primary　Surveyの 各項目の評価(表2)

Secondary Surveyの 各項 目の評価(表 3)



Primary Surveyの 自己評価(図4)

Primary Surveyの 自己評 価(図4)

Secondary Surveyの 自己評価(図5)

3.院 外研修の提示

JPTECコ ースへの参加の結果、インス トラクター1

人、プレイ ンス トラクター1人 、プロバイダー4人 を取

得 し、院外研修(JPTEC)受 講率 は46.2%で あった。

考 察

教育上の戦 略 として、専 門家 による講義 は、受講者

が依存的、無気力にな りやす く、パ トリシアは「どんな

学習者で も情報 を聞いて吸収す る注意力が続 く限度

は15分 程度である」1)と 述べて いるように、講義 の

みでは、教育効果 に限界があった。そこで、PTDが 原因

とされる致死的胸部外傷や骨盤骨折、腹腔内出血のデ

モンス トレーシ ョンを示す ことにより、外傷初期診療

の目的のアウ トライ ンを明確 にし、イメー ジが付 きや

す くな り、理解で きると考 えた。

JPTECコ ースの参加に より、PTDの 概念が定着 し、

医師 と同 じ目的意識を持って、潤滑な外傷初期診療 を

行 うことがで きる。Off-JT(Off the-job-training)で 学

んだス キルを臨床 に活か し、かつ、OJTに お けるスタ

ヅフ間の教育をね らった。また、講義 において、「1時間

続 く話で は、情報の約3分 の1し か記憶 にとどまらず、

その記憶 も情報がほかに利用 されなければ比較的短

期 間でな くなる」1)と パ トリシアが述べて いるよ う

に教育効果の減衰要因が考 えられる。その要因を補 う

ため、JATECの 手順 な ど焦点 を しぼったポスター の

作成 と掲示 を行なった。これ は、長期記憶 にあ る情報

を呼び戻 し、Off-JTの 効果 を臨床 に活か し、かつ、OJT

の充実を目的とした。例 えば、ホ ッ トラインの 「M・I・S

・T」による情報収集方法や初期輸液療法 な ど掲示す

ることで、情報や来院前の準備が確実 とな り、「ショッ

ク」や 「切迫するD」の見極 めな ど手術室 までの ゴール

デ ンア ワーを忠実に守 り、実践す るこ とがで きる。評

価シー トによる自己学習は、自己の課題が明確 とな り、

知識 スキルの確認、修正がで きる。そ こで、繰 り返 し

学習す ることで、長期記憶 の維持 を可能 にで きると考

えた。

講義 は満足度 、理解度 ともに高 く、専門的知識は向

上 した といえる。しかし、少数ではあるが、理解困難 と

い う結果 もあった。これは、講義の受講者が医師、看護

師、救急救命士 と多職種を対象 としたため、そこに レ

ジネスの違いがあったためだ と考 える。

実践評価シー トの各項目の比較では、講義受講者 の

Primary Surveyに おいて、外傷の概念や致死的胸部

外傷の概念など理解度の項 目が増加 しているのは、講

義 による教 育効果で ある。また、「気道 の評価 がで き

る」「頚椎保護ができる」「循環の評価(シ ョック症状の

把握)が で きる」「ク ッシング徴候の観察がで きる」とい

った、スキルの向上 は、講 義 によって、必要性 を理解

し、OJTに よるスキルの習得が可能 となった結果であ

る。Secondary Surveyに おいて、全身観察のスキル

の向上 は、JPTECの 研修 の効果が関与 されている。し

か し、JPTECの 研修の受講率は、半数に も及んでいな

い ことか ら、OJTの 効果の現れである と考 える。今回

課題 となった項 目は、外科的気道確保の準備 ・介助や

看 護師には慣れ ないGCSに よる意識 レベルの観察、
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JATECの 手順で あった。これ らは、臨床 の中で習得 困

難 なス キルである ことがわか り、今後は、演習 を中心

に したOff-JTの 教育 を充実 させ てい く必要がある。ま

た、自己評価 は、過大評価、過小評価 といった個人差 は

あるものの、Primary Survey、Secondary Surveyの

両項 目と もに、講義受 講者 において有意差 を示 し、教

育効果があった ことを示唆す ることがで きた。この よ

うな教育 によって、医師 との共通概念 を もとに、チー

ムでPTDの 回避を 目標 に、質の高い外傷 医療が提供で

きると考 える。

しか し、病院内の教育 には限界が あるため、今後 は、

日本の外傷看護学の構築 を目指 し、JATEC、JPTECと

連携 した 日本独 自の外傷看護 プログ ラムが開発 され

ることを期待す る。

結 論

1)外 傷初期診療をテーマに した講義は、満 足度 と理

解度 が高 まった。

2)講 義 を中心 にした研修 は、OJTを 充実 させ るこ と

によって、知識だ けで はな く、スキルの向上 につ

なが った。
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